











 本論文に関係するのは、次のように表される２種の FitzHugh-Nagumo 型反応拡散系で
ある: u t = dΔu + f(u) –v,    v t = DΔv –γv +δu. ここで、２種の未知関数 u(x,t), 
v(x,t)は時間変数 tと空間変数 x の関数で、u t は時間偏微分を、Δはラプラス作用素を表
す。 また d と D は拡散係数、γとδは通常正のパラメータであり、f(u)は f(u)=u-u3もし
くは f(u)=u(u-β)(1-u) (ただし, 0<β<1/2)で与えられる。このとき, f(u)の選び方とγの選び
































 本論文の第２部では、主に f(u)=u – u３ とし、空間１次元 R上の空間非一様な係数μ(x)
をもつ FitzHugh-Nagumo 型反応拡散系のヘテロクリニック解を変分法及び
sub-supersolution法により捕まえる研究を行っている。ここでは、エネルギー等価な２つ
の安定平衡点がある状況であり、x - > - ∞と x - > + ∞でそれらの異なる平衡点をつなぐ解
の存在が示唆される。全空間 R 上では通常のエネルギー汎関数ではうまくいかないが、







ている。第４章においては、θ2 = d – (1/γ2)として, θ - > 0、(1/γ) = o (θ)なる特異摂動
問題を考察し、詳細な最小エネルギーの漸近展開を確立し、正確な遷移層位置と個数に関
する情報を得ることに成功している。第５章においては、空間非一様な係数μ(x)をもつモ
デルに対する奇関数ヘテロクリニック解の構成と d -> 0 における漸近挙動に関し、

























学術雑誌に掲載済みである。また、本論文では、Chen-Kung-Morita による sub-super 
solution 法を用いての奇関数的ヘテロクリニック解の存在と性質の研究を、空間非一様な
係数を持つ場合に拡張した。特に、ある種の線形化固有値問題の固有値の正値性の証明に
新たな工夫をした点、さらに、固有値の下からの一様評価を与えることに成功したことは
顕著な結果であると言える。この結果は別の著名な国際学術雑誌に掲載決定されている。
本論文で展開された方法論および結果は、３種あるいは係数に空間非一様性を持つ
FitzHugh-Nagumo系の定常解の構造について、新しくかつ興味深い知見を与えるものであ
る。今後のこの分野の研究の展開に大いに貢献するものであると判断する。 
 以上の結果、本論文は博士（理学）の学位に充分値するものと判断する。 
 
４ 最終試験の結果 
本学の学位規定に従って試験および試問を行った。11月 10日に予備審査会を実施した上で、
1月 25日に公開の席上で論文を発表し、それに関する数理情報科学専攻教員による質疑応
答を以って試験とした。申請論文および関連分野について論文審査委員による試問を行っ
た。これら試験および試問を総合し、専門分野および外国語についても十分な学力を有す
るものと認め、合格と判定した。 
